













































































































































　そして 1890（明治 23）年の第 1 回衆議院議員総選挙である。選挙権を有するのは、満 25 歳
以上の男子で、年間 15 円以上の直接国税を納める者。士族に納税義務はなく、殆どは地主で
あった。被選挙権者は満 30 歳以上の男子で同じく 15 円以上の納税者。有権者数は総人口の
1.1％、450,872 人。立候補制を採らず、住所、氏名を記し捺印する記名投票であった。定数は
300。214 の小選挙区と、43 の二人区から成っていた。多くの有権者を擁する三多摩地域（神
奈川県第 3 区）は 2 人定員で投票総数は 2,908。全神奈川県の投票総数 9,398 の約 3 割にあた






西多摩郡の瀬戸岡為一郎が 856 票、吉野泰三は 568 票にとどまった。神奈川県では第 2 区から
第 5 区まで、自由党が全員当選を果たしたのであった。当然ながら、長州山口県では、政友会




（明治 7）年から 76 年にかけて神奈川県令を務めた土佐出身の中島信行は、地方民会の公選を
主張したこともあって、石坂、吉野、内野等の県議との良好な関係を築いたと考えられる。
　品川弥二郎内相の選挙干渉で悪名高い 1892（明治 25）年 2 月の第 2 回総選挙では、吏党と
して前八王子町長平林定兵衛が推されたが、流血の選挙戦で石坂、瀬戸岡はそれぞれ 890 票と
720 票で再選された。吉野泰三は 663 票。投票総数 2,590 票のうち、自由党が 1,610 票、吉野

















　この後、1893（明治 26）年 4 月には三多摩が神奈川県から東京府に移管されるが、その直
後 5 月の東京府会議員選挙では、七生村高幡（現日野市）出身で石坂、村野等と 1882（明治
15）年以来自由党、三多摩壮士のリーダーとして行動をともにした森久保作蔵等が当選を果
たしている。そして、翌年 3 月の第 3 回総選挙でも、東京府第 13 区となった三多摩では、明










　1898（明治 31）年 8 月の第 6 回総選挙でも、東京府の大半の選挙区で憲政本党の候補者が
当選を果たす中で、第 13 区は憲政党が村野と青木正太郎［町田に近い堺村相原の豪農出身の
民権家で、後に実業界に転じ武相銀行頭取、京浜電鉄社長となる］で 2 議席独占を続けた。そ
して、1920（大正 9）年の第 14 回総選挙での八並武治の当選まで、多摩で立憲改進党─進歩
党─憲政会系の候補者は 1 議席さえ占めることができなかったのである。













携、1900（明治 33）年 9 月 15 日の伊藤を総裁とする立憲政友会の結成へと導くのである。





























　1903（明治 36）年 12 月、京橋区木挽町の万安楼で立憲政友会院外団の発会式が挙行された。
既に自由党時代から有楽町森久保邸に三多摩壮士の拠点、武蔵倶楽部が置かれていた。指揮命
令系統は明確で、2000 人の動員力を誇った。村野、森久保の指導の下に、桂内閣打倒の第一














　1902（明治 35）年 8 月の第 7 回総選挙以降、1917（大正 6）年 4 月の第 13 回総選挙にかけて、
東京府第 13 区は府下 8 郡と同一の定数 5 の「郡部」大選挙区となる。そしてこの間、南多摩
郡を地盤とする村野常右衛門と、西多摩郡青梅村に選挙本部を構える森久保作蔵とが、政友会
の議席を維持し続けた。村野は 8 回、森久保は 5 回の当選を果たした。村野は 1885（明治 18）
年、大井憲太郎の下で朝鮮政府の打倒と国内変革の連動を企てた大阪事件に加わって投獄され
た。このとき森久保とともに爆弾製造にあたっている。森久保も 1895（明治 28）年、日清戦










割以上を地租に依存する税制であった。しかし、その後明治 30 年代から 40 年代にかけては酒
税に 3 ～ 2 割を頼んでいたが、日露戦争時の戦時増徴が恒久化したため、1908（明治 41）年
以降、地租納税者は 6 割に後退し、所得税、営業税納税者がそれぞれ 2 割弱に増大した。大戦
景気で 1917（大正 6）年には所得税収が地租を上回り、大正半ばには所得税収が酒税を凌駕す

































































12	原奎一郎編（1981）『原敬日記 4 総裁就任』福村出版 p.5
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定員の中で、4 人の政友会候補は下位 3 人と落選に甘んじ、森久保 4 位、村野 5 位。森久保は





いだ寺内正毅内閣が米騒動で倒れると、ついに 1918（大正 7）年 9 月、寺内内閣の準与党的立
場で臨んだ前年 4 月の第 13 回総選挙で 159 議席の第一党に返り咲いた政友会の「本格的政党内
閣」原敬内閣が成立する。原内閣は対英米協調外交と、教育、交通、産業・通商、国防を中心
に積極政策を推進した。小選挙区制を導入し、選挙人の資格要件を直接国税 10 円以上から 3 円
以上に引き下げ、この結果、有権者数は 1920 年には総人口の 5.5％、3,069,148 人に拡大した。
　1919（大正 8）年、紀元節の 2 月 11 日、111 団体、数万人による普通選挙権獲得大示威行進
が行われた。憲政会、国民党が中心となって普選法案が上程された。春の議会中に衆議院で普





5 月の第 14 回総選挙に際して小選挙区（東京府第 12 区）となり、4 月以降の生糸不況に政友
会の内部抗争、大機業家中心の中和会への反発、そして本人の発病もあって、村野常右衛門は



















野村長で 4 期府議に選出された。中村克昌の長男で 1913（大正 2）年から 1918（大正 7）年に
かけて調布町長を務めた中村亨は、当時郡会議員、郡参事であったが、同時に政友会東京支部









は 15 回、16 回と続いて自ら出馬するが、政友会から出た 16 回も 4,903 票で 6 位止まりだった。
　1920 年の総選挙での投票総数は東京府全体で 115,439 票であったのに対し、三多摩では
15,239 票（13.2％）に止まった。これは同じく第 1 回総選挙時の全東京府に対する比率 36.5％
と比べると、約 3 分の 1 に低下しており、産業構造の変化と区部への人口集中に伴う三多摩の
地盤沈下を窺わせる。議席数の比率も 14 分の 2（14％）から 25 分の 3（12％）へと低下した。
　1921（大正 10）年 11 月、原が東京駅頭で暗殺された。原が長州閥の軍門に降ったと邪推し
た東北系勢力の関与が疑われている。政権は高橋是清をはさんで 1922（大正 11）年 6 月、海
軍大将加藤友三郎に「大命降下」する。その急逝後の第二次山本権兵衛内閣の虎ノ門事件によ




憲政会が第一党となった 1924（大正 13）年の第 15 回総選挙では、八王子の八並に続いて三多
摩でも、政友会 2 候補の相対得票率 61.6％に対して、30.5％ながら小島証作が僅差で秋本喜七









　八並武治は早くも 1921（大正 10）年 1 月から 24 年 1 月まで憲政会幹事に登用され、1925（大








　政党内閣が続いたのは、1924（大正 13）年 6 月成立の加藤高明憲政会総裁を首相に戴く憲
政会・政友会・革新倶楽部の護憲三派内閣から 1932（昭和 7）年 5 月の五・一五事件による犬
養毅政友会内閣の倒壊までの 8 年間であり、憲政会主導・立憲民政党［以下、民政党］内閣期












れた 1928（昭和 3）年 2 月の第 16 回総選挙であった。有権者数は人口比 20.2％の 12,405,056















行なったにもかかわらず、与党政友会 217 議席、民政党 216 議席とその差はわずか 1 であった。
　1932（昭和 7）年の第 18 回総選挙までを視野に入れると、普選後には新人代議士比率が 5
割台から 32％に激減した。職業政治家時代の到来であろう。日露戦争以後に急減した府県会
議員出身者の減少傾向が続き、弁護士のような自由業、実業界、高級官僚出身者の増加が見ら
れる。大学卒の割合も、普選前の 3 割台から普選後には 5 割に上昇した 16。




えて八並武治（4 位）、荒井惣太郎（5 位）、2 人の民政党候補を抑えて議席を独占した。政友会
の候補者選考過程は紛糾したが、津雲と坂本の場合は鮮やかな世代交代劇と言える。本部から
の立候補辞退勧告を拒否して中傷ビラを撒かれ落選した中溝多摩吉の得票数を合わせれば、政
友会 38,265 票（相対得票率 67.9％）に対して民政党は 18,020 票（同 32.0％）と、まさに政友会
の牙城と呼ぶに相応しい結果であった。以後の男子普通選挙の第 7 区においては、民政党が候
補者を八並一人に絞ったために、概ね政友会 2、民政党 1 の選挙結果となっている。中村亨は
第 17 回総選挙では落選し、政界から引退する。名望家政治の終焉を象徴する光景であった。
　戦前の男子普通選挙による総選挙は 6 回行われている。そのうち第 21 回の「翼賛選挙」を別
にすれば、政友会圧勝は民政党の経済政策の失政に起因した 1932（昭和 7）年の第 18 回のみで、
他は伯仲か民政党優勢であった。民意が大きく揺れたのは、濱口内閣誕生後の総選挙、高橋是
清蔵相の金解禁中止と積極政策で景気回復を実現した犬養内閣での総選挙、そして岡田内閣下
のそれであった。1932 年と 1936（昭和 11）年には政党得票率の大きな変化、民意の「スウィ




　濱口内閣誕生後の 1930（昭和 5）年 2 月の第 17 回総選挙では、与党民政党 273 議席に対し
て政友会は 174 議席と、綱紀粛正、軍縮実現といった大胆な政策を掲げる濱口人気で圧倒的な
差がついた。多摩でも民政党の八並武治が 23,793 票という空前の得票を得て 1 位で当選した。
政友会 4 候補の相対得票率は 59.8％に低下した。
　犬養内閣成立直後の 1932（昭和 7）年 2 月の第 18 回総選挙では、与党政友会が 301、民政
党 146 であった。「犬養景気」によって、人心は一気に政友会に集まった。東京府第 7 区では
疑獄事件の追及や 4 時間半の綱紀粛正演説で名を馳せた政友会津雲国利が 19,447 票で 1 位。
民政党八並は 17,733 票で 2 位だったが、政友会 3 候補の相対得票率は 73.2％に上った。
　八王子市議選にもそれが表れている。民政党内閣下の 1929（昭和 4）年 11 月の市議選での
16	升味準之輔（1979）『日本政党史論	第 5 巻』東京大学出版会 pp.253-257
17	川人貞史（1992）『日本の政党政治 1890-1937 年』東京大学出版会 pp.278-286
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政党別得票総数では、民政党 4,082 票対政友会 2,617 票であったが、総選挙での民政党敗北後の
1933（昭和 8）年 11 月の選挙では、政友会 4,148 票対民政党 3,149 票と、大きく逆転している。
　五・一五事件の後、「挙国一致」齋藤実内閣を継いだ岡田啓介内閣を支えたのは、内閣審議
会に加わった民政党と社会大衆党であった。政友会は軍部と結んで天皇機関説問題等で攻勢を
かけ、院外団も決起した。しかし、1936（昭和 11）年 2 月の任期満了にともなう第 19 回総選








である。無産政党の分立と抗争が災いして、第 16 回総選挙での無産政党の得票総数 46 万票
は、労働組合と農民組合の組織人員を合計した 67 万人にすら及ばなかった。そして、その後
も第 17 回（1930 年）で 51.7 万票、第 18 回（1932 年）で 26.1 万票と、5％以下で低迷した。







　日本の社会主義政党、無産政党の出発点は 3 つに大別される。第一は 1926（大正 15）年 3 月
に大山郁夫を委員長として結成された左派の労働農民党である。中村高一、山花秀雄が代表的





（昭和 3）年 12 月に日本大衆党となる。1931（昭和 6）年にかけて三派鼎立の時代が続いた。
　多摩地域での労働運動の萌芽は、1915（大正 4）年 5 月の友愛会秋川分会の設立に始まる。
小作争議の記録は大正期に入ると散見されるが、1921（大正 10）年に矢部甚吾を組合長とし











　社会民衆党は 1931（昭和 6）年 12 月に結成された全国労農大衆党との合同により 1932（昭






　遡って、1928（昭和 3）年 2 月の第 16 回総選挙。無産政党陣営では社会民衆党から弁護士の
下田金助、日本農民党から薪炭業を営む中溝多摩吉系の矢部甚吾が立候補した。政民両党が物
量豊富な選挙戦を展開したのに対して、せいぜい自転車程度の人海戦術であり、二千円の供託
金は重かった。それでも矢部は政友会中村亨の地盤である府中町で有効投票 1,400 票中 720 票、
谷保村有権者の 7 割 211 票を獲得するなど、2,000 人の三多摩農民組合組合長として 7 位で
3,259 票を獲得した。8 位の下田との合計得票数 4,718 票。無産政党の得票率は 7.6％であった。
　1929（昭和 4）年 11 月の八王子市議選では、定数 36 人中、社会民衆党、日本大衆党がそれ






員の 2.8％にあたる 105 名、町村会議員の 0.9％にあたる 1,485 名という橋頭堡を築いていたの
















　1930（昭和 5）年の民政党圧勝の第 17 回総選挙では社会民衆党から下田金助が続いて立候
補したが、6 位で 2,249 票、得票率 3.3％に止まった。1932（昭和 7）年の政友会の圧勝した第
18 回総選挙では、無産政党は候補者さえ立てることができずに終わっている。
　社会大衆党は 1933（昭和 8）年度党大会で階級政党路線から国民政党路線への転換、反戦と
現実的闘争路線への政策転換を図った。東京府下では早くも第 16 回総選挙で第 2 区から社会民
衆党安部磯雄が、第 17 回総選挙では第 5 区から労働農民党大山郁夫、第 6 区から日本大衆党
松谷与二郎が当選を果たしている。さらに社会大衆党結党後の 1936（昭和 11）年 2 月の第 19
回総選挙では 1 区（河野密）・2 区（安部磯雄）・4 区（浅沼稲次郎）で反ファッショの社会大衆
党候補がトップ当選、新興住宅地の多い 5 区では 1 位日労評加藤勘十、2 位社会大衆党麻生久、
6 区で社会大衆党 2 位（鈴木文治）と健闘を見せた。加藤は全国最高得票を獲得していた。
　社会大衆党三多摩支部は 1936（昭和 11）年、西多摩郡秋留村生まれで大山郁夫の指導の下、
早稲田大学雄弁会で鳴らし、労働農民党、新労農党などで活躍した弁護士、中村高一を支部
長に迎えて第 19 回総選挙に臨んだが、準備不足もあって中村は 5,810 票と次次点にとどまり、
当選にはさらに 8,000 票近い上積みが必要であった。この選挙では自称社会主義者で国粋主義
的立場に立つ中里弥之助（介山）も立候補したが、4,147 票と最下位で落選している。
　しかし、中村高一は 1937（昭和 12）年 4 月の第 20 回総選挙では首位八並武治とほぼ同数
の 14,133 票（20.2％）を獲得して 2 位当選に輝いた。八並と合わせた得票率は 41.1％であった




した 1930（昭和 5）年の総選挙（第 2 区）等、5 度の落選を乗り越えての議席獲得であった。
　第 20 回総選挙では、社会大衆党が全国で 37 議席と大躍進し、第三党に躍り出た。得票数で
も 95 万 3,000 票（相対得票率 9.3％）を獲得したのである。社会大衆党と日本無産党の合計得
票数は 103 万超で、有効得票総数 1,020 万の 1 割を超えた。議席数では両党合わせて 38 議席
と総議席の 8％に過ぎなかったが、1 年前の総選挙での 18 議席を倍増させるに至った。
　地方選挙でも、1937（昭和 12）年 5 月の京都市会議員選挙で社会大衆党は立候補者 10 人を
全員当選させて民政党に次ぐ市会第二党となり、6 月 1 日の大阪市会議員選挙でも 26 人の候
補者を擁立して 21 人を当選させ、市会第二党の地位を獲得した。同じ 6 月 1 日の北九州八幡
市会議員選挙では、民政党と同数の 9 名を当選させ、市会第一党の地位を分け合っている。坂
野潤治氏はそこに社会民主主義への国民の支持の広がりを見出している 22。日中開戦の直前、
戦前期において社会民主主義的国家構想が最も光彩を放った瞬間であった。
21	大串夏身編（1981）『三多摩社会運動史料集』三一書房 p.17
22	坂野潤治（2001）『日本政治「失敗」の研究』光芒社 pp.28-29
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